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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
外
一
名
提
出
農
地
法
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
運
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
及
び
二
に
つ
い
て

農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
に
お
い
て
は
、
土
地
の
農
業
上
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
、
農

地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
法
第
四
条
又
は
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
の
許
可

（
転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地
が
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
は
、
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
）
を
必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
御
指
摘
の
よ
う
な
農
地
へ
の
廃
棄
物
の
投
棄
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
当
該
農
地
が
農
地
と
し
て
の
利
用
を
図

る
こ
と
が
困
難
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
同
法
に
違
反
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
件
に
つ
い
て
神
奈
川
県
は
、
農
地
法
第
四
条
又
は
第
五
条
に
違
反
し
て
廃
棄
物
の
投
棄
に
よ
り
転
用
を
行
っ
た
者
（
以

下
「
農
地
法
違
反
転
用
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
同
法
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の
農
業
上
の
利
用
の

確
保
及
び
他
の
公
益
並
び
に
関
係
人
の
利
益
を
衡
量
し
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
の
限
度
に
お
い

て
、
廃
棄
物
の
投
棄
そ
の
他
の
行
為
の
停
止
を
命
じ
、
又
は
相
当
の
期
限
を
定
め
て
原
状
回
復
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
る
た

め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一



な
お
、
相
模
原
市
及
び
同
市
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
違
反
転
用
者
に
対
し
、
同
法
に
基
づ
い
て
何
ら
か
の
法
的
措
置
を

行
う
権
限
は
有
し
て
い
な
い
が
、
同
市
農
業
委
員
会
は
、
是
正
指
導
を
行
う
ほ
か
、
再
三
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
の

見
込
み
の
な
い
事
案
に
つ
い
て
神
奈
川
県
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
。
以
下
「
農
振
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

は
、
農
振
法
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
農
用
地
区
域
の
区
域
内
に
お
い
て
土
地
の
形
質
の
変
更
等
を
し
よ
う
と
す
る

者
は
、
農
振
法
第
十
五
条
の
十
五
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
御
指
摘

の
よ
う
な
農
用
地
区
域
内
の
農
地
へ
の
廃
棄
物
の
投
棄
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
よ
り
土
地
の
形
質
の
変
更
等
が
生
じ
て
農
業

上
の
利
用
の
確
保
が
困
難
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
農
振
法
に
違
反
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
件
に
つ
い
て
神
奈
川
県
は
、
農
振
法
第
十
五
条
の
十
五
に
違
反
し
て
農
用
地
区
域
内
に
お
い
て
廃
棄
物
の
投
棄
に
よ
り

土
地
の
形
質
の
変
更
等
を
行
っ
た
者
（
以
下
「
農
振
法
違
反
行
為
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
農
振
法
第
十
五
条
の
十
六
の

規
定
に
基
づ
き
、
形
質
変
更
等
に
係
る
土
地
及
び
そ
の
周
辺
の
農
用
地
等
の
農
業
上
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限

度
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の
投
棄
等
の
中
止
を
命
じ
、
又
は
期
間
を
定
め
て
復
旧
に
必
要
な
行
為
を
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
と

二



が
で
き
る
。

な
お
、
相
模
原
市
は
、
農
振
法
違
反
行
為
者
に
対
し
、
農
振
法
に
基
づ
い
て
何
ら
か
の
法
的
措
置
を
行
う
権
限
は
有
し
て

い
な
い
が
、
同
市
は
、
是
正
指
導
を
行
う
ほ
か
、
再
三
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
の
見
込
み
の
な
い
事
案
に
つ
い
て
神

奈
川
県
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
農
地
法
違
反
と
さ
れ
る
三
百
三
十
八
件
（
同
時
に
農
振
法
違
反
と
さ
れ
る
も
の
百
二
件
を
含
む
。
）
に
つ
い
て

は
、
農
地
に
廃
棄
物
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
農
地
の
一
部
が
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
等
と
な
っ
て
い
る
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
現
在
、
相
模
原
市
及
び
同
市
農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、
相
手
方
が
不
明
な
二
件
を
除

く
三
百
三
十
六
件
に
つ
い
て
口
頭
又
は
文
書
に
よ
る
是
正
指
導
を
行
い
、
さ
ら
に
、
再
三
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
正
の

見
込
み
の
な
い
農
地
法
違
反
と
さ
れ
る
三
十
四
件
（
同
時
に
農
振
法
違
反
と
さ
れ
る
も
の
二
十
七
件
を
含
む
。
）
を
神
奈
川

県
に
報
告
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
は
、
相
模
原
市
及
び
同
市
農
業
委
員
会
の
報
告
に
係
る
事
案
に
つ
い
て
口
頭
又
は
文
書
に
よ
る
是
正
指
導
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
農
地
法
第
八
十
三
条
の
二
又
は
農
振
法
第
十
五
条
の
十
六
の
規
定
に
照

三



ら
し
て
処
分
を
行
う
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
と
承
知
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
は
、
農
地
法
及
び
農
振
法
の
違
反
件
数
の
調
査
は
毎
年
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
お
尋
ね
の
廃
棄
物
の

取
扱
い
や
処
理
に
関
連
し
た
事
案
に
限
っ
た
調
査
は
し
て
い
な
い
。

農
地
転
用
に
係
る
農
地
法
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
の
う
ち
都
道
府
県
知
事
の
事
務
と
さ
れ
て
い
る
も
の

及
び
土
地
の
形
質
変
更
等
に
係
る
農
振
法
第
十
五
条
の
十
六
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
つ
い
て
は
、農
林
水
産
省
に
お
い
て
、

土
地
の
農
業
上
の
利
用
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
農
地
転
用
許
可
の
運
用
に
係
る
事
項
を
地
方
自
冶
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
上
の
技
術
的
な
助
言
及
び
処
理
基
準
と
し
て
、
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
制
度
の
運
用
に
係
る
事
項
を
同

様
の
技
術
的
な
助
言
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
定
め
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
通
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
廃
棄
物

の
投
棄
に
係
る
事
案
を
含
め
更
に
必
要
な
技
術
的
助
言
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四


